
使途に関する検討事項

【議事２】



■代行返上益の使途検討の流れ

①使途検討にあたっての基本的な考え方

②主要な具体的な使途の方向性

［委員会における検討事項］

〇具体的な事業の検討

［各会社］

【機構・会社を取り巻く最近の状況】

高速道路事業の利益の使途検討にあたっては、高速道路を取り巻く利用者ニーズや機構・会社
の役割を踏まえて、以下（赤字部分）について、客観的・公平な視点で検討する必要があるため、
有料道路制度や先進的・先端的な取組等に関する知識を有する学識経験者による第三者機関を
設置

■高速道路機構・会社の業務点検
（平成27年7月、国土交通省）

■「道路・交通イノベーション～「み
ち」の機能向上・利活用の追求に
よる豊かな暮らしの実現へ～」
（平成29年8月、社会資本整備審議会道路
分科会建議）

■高速道路の安全性､信頼性や使
いやすさを向上する取組基本方
針 （平成29年12月、国土幹線道路部会）

等
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■利益剰余金（高速道路事業）のこれまでの使途

トンネル天井板撤去状況 橋梁の補強（繊維シート床板補強）

【中央自動車道笹子トンネル（上り線）天井板落下事故を受けた対応】
・緊急修繕事業（トンネル内のフェールセーフ対策 等） 〔H25～27：200億円〕
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■高速道路機構・会社の業務点検（H27.7国土交通省）

［高速道路利用者に適切に還元するための利益剰余金の使途の充実］

・高速道路事業の利益剰余金については、今後、交通量の減少や除雪費の増加などに備
えつつ、高速道路利用者に対し適切に還元するための使途の充実を検討する必要がある。
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■機構・会社をとりまく状況

（参考１）

■高速道路機構・会社の業務点検 （平成27年7月、国土交通省）

（参考２）

■「道路・交通イノベーション～「みち」の機能向上・利活用の追求による豊かな暮ら
しの実現へ～」 （平成29年8月、社会資本整備審議会道路分科会建議）

（参考３）

■高速道路の安全性､信頼性や使いやすさを向上する取組基本方針 （平成29年12月、
国土幹線道路部会）
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■使途検討にあたっての基本的な考え方 （案）

（１）高速道路利用者のサービス向上

代行返上益の原資が高速道路料金に由来するものであることを踏まえ、高速道路事業で、
広く利用者へのサービス向上に資するものであること。

（２）政策的課題の解決への寄与
より公益性の高い使途となるよう、現在我が国が抱える政策的課題の解決に寄与すること。

（３）更なるサービスの向上

従来、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法に基づく機構及び高速道路会社間
で締結している協定により最低限必要なサービス水準を確保するための事業が実施されてきた
ことを踏まえ、これまで当該協定により対応できていなかった利用者ニーズの多様化や、機構・
会社の新たな社会的役割に対応するなど、更なる利用者サービスの向上に資すること。

（４）多様な連携・協働

高速道路だけでなく、一般道路も含めた道路ネットワーク全体の質を向上させていく観点や、
地方創生の観点等を踏まえ、沿線の地方公共団体等と連携して施策を展開すること。

物流事業者、バス事業者、タクシー事業者等とも協調して、これら事業者の事業展開や業務
改善の方向性と連動した施策を推進すること。

大学等の研究機関のリソースも活用して、技術開発や料金制度等に係る研究を促進するこ
と。
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①多様化する利用者ニーズへの対応
・SA・PAの利用目的の多様化
例）駐車場の容量拡大、駐車場の長時間利用者のための対策、SA・PAの案内表示の整備

・高速トラック輸送の効率化
例）中継拠点の整備、駐車場予約システム、トラック事業者が自ら計測もできる軸重計の整備

・高速バスの利便性向上
例）バスターミナル（中継・乗継拠点）の整備、バス停のバリアフリー化や上屋施設整備

・インバウンド観光への対応
例）外国人向け案内表示の整備、外国人向け地図・ルール周知ガイドブックの作成

・大雪や落下物等に関する情報の収集及び提供方法の高度化
例）大雪予報時等において利用者に行動変容を促す気象・交通情報の提供、大雪時におけるチェーン規制の徹底、
滞留車両の早期発見や速やかな交通規制、落下物の早期発見や落とし主の特定

②沿線地域との連携強化
・観光振興や地域活性化の支援
例）SA・PAのオープン化、SA・PAにおける道路・地域情報提供施設の整備、一時退出対象道の駅における情報提供（高速渋滞情報等）

・地域防災機能の強化
例）SA・PA等の地域防災機能の強化、津波等からの避難場所の整備

・高速道路の耐震・交通安全の強化に資する支援
例）高速道路上に架かる地方管理の跨道橋の撤去支援、高速道路に接続する一般道における逆走対策等

③技術開発・研究の促進
・技術開発（IoT・AI等のICT技術の活用）
例）交通安全の新技術（運転支援を含む）、新たな課金システム、維持管理の高度化、ピンポイント渋滞対策、駐車場満空情報システム

・研究
例）料金制度、ETC2.0の普及促進・活用・オープン化

■主要な具体的な使途の方向性 （案）
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(参考１)
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(参考２)



-10-

(参考３)



①多様化する利用者ニーズへの対応

■高速バスの利便性向上
例）バスターミナル（中継・乗継拠点）の整備、バス停のバリアフリー化や上屋施設整備

＜基山ＰＡにおける乗り継ぎ拠点の例＞

主要な具体的な使途の方向性（メニュー例）

○基山バス停での整備状況○各地方間を結ぶ基山バス停で乗継イメージ
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○ドライバーが高速道路のSA・PAを活用し、
上下線を乗換える「中継輸送」イメージ

○新東名高速道路 清水PAでの実験

①多様化する利用者ニーズへの対応

■高速トラック輸送の効率化
例）中継拠点の整備、駐車場予約システム、トラック事業者が自ら計測できる軸重計の整備

主要な具体的な使途の方向性（メニュー例）

＜SA・PAを活用した中継輸送＞
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②沿線地域との連携強化

■地域防災機能の強化
例）SA・PAの地域防災機能の強化、津波等からの避難場所の整備

＜SA・PAの防災機能強化＞

主要な具体的な使途の方向性（メニュー例）

○避難場所の整備イメージ○防災機能を強化した休憩施設イメージ

（防災機能強化を図る設備の内容は休憩施設の立地条件等により異なる）

ヘリの離着陸場

生活水の確保 電力の確保

緊急開口部

・仙台東部道路等における階段等の設置例

・津波時に避難場所として活用
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③技術開発・研究の促進

■技術開発（Iot・AI等のICT技術の活用）
例）交通安全の新技術（運転支援を含む）、新たな課金システム、維持管理の高度化、
ピンポイント渋滞対策、駐車場満空情報システム

＜維持管理の高度化＞

主要な具体的な使途の方向性（メニュー例）

○点検の高度化・効率化に資する技術開発事例

【カメラを搭載した維持管理車両でのトンネル点検】 【首都高：i-DREAMs】

-14-


